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承
認
さ
れ
て
い
る
。

　

審
議
の
最
後
に
は
、
１
年
間

会
長
を
務
め
た
釘
﨑
さ
ん
が
、

教
育
後
援
会
の
名
誉
会
員
に
推

薦
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト　

広
報
活
動
に力

を
入
れ
た
い

　

評
議
員
会
終
了
後
、
レ
ス
ト

ラ
ン
・
ニ
ュ
ー
マ
リ
ン
ズ
で
懇

親
会
が
開
か
れ
た
。

　

こ
こ
で
会
長
に
就
任
し
た

印
南
彰
雄
さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
。

「
今
年
度
は
広
報
活
動
に
力
を

入
れ
、
大
学
と
保
護
者
と
の
パ

イ
プ
役
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

特
に
地
区
懇
談
会
に
は
で
き
る

だ
け
参
加
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　

１
年
間
の
任
期
を
務
め
終
え

た
釘
﨑
さ
ん
は
「
会
員
の
皆
さ

ん
が
一
体
感
を
持
っ
て
参
加
で

き
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
運

営
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
」
と

振
り
返
り
、「
や
り
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
目
標
を
定
め
て
成
果
を
出

す
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
新
役
員
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

海
外
研
修
派
遣
、
就
職
支
援
行

事
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
体
育

会
活
動
な
ど
、
大
学
の
近
況
を

報
告
し
た
。

　

そ
し
て
、
釘
﨑
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
、議
事
に
移
っ
た
。

ま
ず
、
２
０
０
９
年
度
の
教
育

後
援
会
の
事
業
報
告
と
決
算
報

告
が
事
務
局
よ
り
な
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
は
、
地
区
教
育
懇
談

会
や
、
教
育
後
援
会
会
報
「
潮

風
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
な
ど
会
員
相
互
の
交
流

を
図
る
事
業
や
、
経
済
的
な
理

由
で
学
費
の
支
払
い
が
困
難
な

学
生
を
支
援
す
る
奨
学
金
制
度

な
ど
教
育
後
援
会
主
体
事
業
の

ほ
か
、
昨
年
創
部
し
た
ジ
ャ
ズ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
へ
の
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
寄
贈
を
は
じ
め
と
す

る
学
生
の
自
主
的
活
動
へ
の
支

援
、
長
・
短
期
学
生
海
外
留
学

研
修
派
遣
や
就
職
対
策
な
ど
大

学
が
実
施
す
る
事
業
へ
の
支
援

な
ど
30
事
業
を
実
施
。
そ
の
成

果
や
、収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
新
役
員
案
が
発
表
さ

れ
、
印
南
彰
雄
新
会
長
以
下
、

２
０
１
０
年
度
の
執
行
部
が
決

定
し
た
。
ま
た
、
１
年
生
の
保

護
者
な
ど
、
今
年
度
新
た
に
評

議
員
と
な
る
18
人
も
承
認
を
受

け
た
。

　

今
年
度
は
沖
縄
県
か
ら
11
人

の
新
入
生
が
入
り
、
初
め
て
同

県
か
ら
の
評
議
員
が
誕
生
し

た
。

２
０
１
０
年
度
の
事
業
計
画　

全
地
区
で

教
育
懇
談
会
を
開
催

　

新
年
度
の
役
員
が
決
ま
っ
た

い
る
会
費
を
ど
う
有
効
に
予
算

化
し
て
実
行
す
る
か
を
審
議
す

る
場
で
す
。
学
生
た
ち
が
『
明

海
大
に
い
て
楽
し
か
っ
た
、
有

意
義
だ
っ
た
』
と
思
え
る
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

次
に
大
学
を
代
表
し
て
安
井

利
一
学
長
が
あ
い
さ
つ
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
の

話
題
な
ど
も
交
え
「
教
育

後
援
会
と
大
学
は
車
の
両

輪
。
学
生
た
ち
が
人
間
力

を
身
に
つ
け
、
自
分
の
夢

を
実
現
で
き
る
よ
う
、
共

に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

　

さ
ら
に
、
鈴
木
洋
州
学

生
支
援
課
長
が
、
２
０
１

０
年
度
の
入
学
試
験
結
果

や
、
修
学
支
援
業
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
海
外
留
学
・

２
０
０
９
年
度
事
業
を
総
括　

30
事
業
で
魅
力
あ
る

大
学
づ
く
り
を
支
援

　

２
０
１
０
年
度
教
育
後
援
会

評
議
員
会
は
、
印
南
彰
雄
副
会

長
の
開
会
宣
言
で
ス
タ
ー
ト

し
、
釘
﨑
徹
会
長
が
「
評
議
員

会
は
、
皆
さ
ん
か
ら
預
か
っ
て

と
こ
ろ
で
、
釘
﨑
会
長
か
ら
印

南
新
会
長
に
議
長
を
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
。
引
き
続
き
２
０
１
０

年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案

の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
の
事
業
も
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
①
教
育
後
援
会
主
体

事
業
、
②
学
生
の
自
主
的
諸
活

動
支
援
、
③
大
学
実
施
事
業
支

援
の
３
つ
の
柱
で
構
成
。
②
の

柱
の
な
か
に
「
文
化
活
動
の
支

援
」
を
追
加
し
、
計
31
事
業
を

行
う
。
予
算
立
て
も
前
年
度
の

実
績
を
見
直
し
て
、
よ
り
実
質

的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

中
で
も
、
昨
年
度
は
７
カ
所

で
実
施
し
た
地
区
教
育
懇
談
会

が
、
北
海
道
地
区
、
中
国
・
四

国
・
近
畿
地
区
を
加
え
９
カ
所

で
の
開
催
と
な
る
。
こ
れ
で
国

内
の
全
地
区
が
カ
バ
ー
さ
れ

る
。
ま
た
、
関
東
地
区
懇
談
会

で
も
懇
親
会
を
行
う
予
算
が
計

上
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
後
援
会
だ

よ
り
の
発
行
（
２
回
）、
保
護

者
間
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
Ｈ

Ｐ
の
充
実
、
国
内
外
大
学
調
査

研
究
な
ど
の
組
織
対
策
の
ほ

か
、
学
食
援
助
、
卒
業
パ
ー

テ
ィ
ー
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、

学
園
祭
、
体
育
祭
な
ど
全
学
行

事
の
援
助
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
作

成
、
学
生
の
課
外
活
動
を
活
発

に
す
る
た
め
、
課
外
教
育
活
動

団
体
指
導
者
、
部
・
サ
ー
ク
ル

援
助
、顧
問
援
助
、大
会
出
場
な

ど
部
活
動
等
協
力
、
少
人
数
教

育
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
教
育
補
助
、
就
職
懇
談

会
な
ど
就
職
対
策
費
、
留
学
研

修
費
援
助
な
ど
の
学
生
関
係
活

動
対
策
費
が
計
上
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
事
業
計
画
、
予
算
と

も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
評
議
員
・
役
員
の
任

期
を
、
選
出
さ
れ
た
評
議
員
会

か
ら
４
年
後
の
評
議
員
会
ま
で

（
評
議
員
は
評
議
員
会
前
日
ま

で
）
と
す
る
会
則
の
改
定
案
も

２
０
１
０
年
度
評
議
員
会
を
開
催

今
年
度
の
事
業
計
画
と

予
算
案
を
審
議

　

５
月
29
日（
土
）、
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
管
理
・
研
究
棟
３
階

大
会
議
室
で
２
０
１
０
年
度
教
育
後
援
会
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。
安
井
利
一
学
長
以
下
、
教
職
員
出
席
の
下
、
各
地
区
か
ら
選

出
さ
れ
た
評
議
員
ら
が
一
堂
に
会
し
て
、昨
年
度
の
収
支
決
算
や
、

新
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
っ
た
。

 4 ～ 5 面　

キャンパスめぐり
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就職活動事情
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明海大の課外活動
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2009 年度　一般会計決算書
（自）2009年 4月 1日（至）2010年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 本年度決算額 増減額
会 費 98,320,000	 98,532,000	 △	212,000
雑 収 入
繰 越 金 35,976,292	 35,976,292	 0
合 計 134,296,292	 134,508,292	 △	212,000

支出の部	
科目 本年度予算額 本年度決算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 550,000	 310,275	 239,725	
国内外大学調査研究費 1,000,000	 194,179	 805,821	
組織強化費 9,500,000	 9,528,982	 △	28,982
広報費 6,000,000	 4,707,739	 1,292,261	

小　　計 17,050,000	 14,741,175	 2,308,825	

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 28,050,000	 21,963,019	 6,086,981	
部活動等協力費 11,800,000	 5,305,252	 6,494,748	
教育補助 8,300,000	 5,155,807	 3,144,193	
卒業記念品費 13,000,000	 14,691,600	 △	1,691,600
卒業アルバム制作費援助 8,000,000	 4,225,125	 3,774,875	
就職対策費 1,000,000	 1,125,511	 △	125,511
留学研修費援助 10,000,000	 4,360,000	 5,640,000	
施設整備支援 3,000,000	 3,397,560	 △	397,560

小　　計 83,150,000	 60,223,874	 22,926,126	
事業費計 100,200,000	 74,965,049	 25,234,951	

会
議
費

評議員会議 1,500,000	 1,059,551	 440,449	
役員会・常任役員会 2,000,000	 1,720,943	 279,057	
その他会議 1,000,000	 165,335	 834,665	

会議費計 4,500,000	 2,945,829	 1,554,171	

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000	 66,080	 33,920	
慶弔費 500,000	 181,500	 318,500	
旅費交通費 80,000	 28,680	 51,320	
印写事務費 800,000	 418,635	 381,365	
業務委託費 7,000,000	 6,595,790	 404,210	
渉外費 500,000	 262,472	 237,528	
消耗品費 500,000	 272,271	 227,729	
事務費 1,000,000	 242,325	 757,675	

小　　計 10,480,000	 8,067,753	 2,412,247	
備
品
費

什器備品費 800,000	 0	 800,000	
小計 800,000	 0	 800,000	

管理費計 11,280,000	 8,067,753	 3,212,247	
繰　 出　 金 10,000,000	 10,000,000	 0	
予 　備　 費 8,316,292	 258,330	 8,057,962	
次年度繰越金 38,271,331	 △	38,271,331
合　　　　計 134,296,292	 134,508,292	 △	212,000

2010 年度　一般会計予算書
（自）2010年 4月 1日（至）2011年 3月 31日

収入の部	 	 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増減額
会 費 96,200,000	 98,320,000	 △	2,120,000
雑 収 入
繰 越 金 38,271,331	 35,976,292	 2,295,039	
合 計 134,471,331	 134,296,292	 175,039	
支出の部

科目 本年度予算額 前年度予算額 増減額

事
業
費

組
織
対
策
費

会員組織費 400,000	 550,000	 △	150,000
国内外大学調査研究費 2,000,000	 1,000,000	 1,000,000	
組織強化費 13,000,000	 9,500,000	 3,500,000	
広報費 6,000,000	 6,000,000	 0	

小　　計 21,400,000	 17,050,000	 4,350,000	

学
生
関
係
活
動
対
策
費

全学行事援助費 26,600,000	 28,050,000	 △	1,450,000
部活動等協力費 10,900,000	 11,800,000	 △	900,000
教育補助 6,800,000	 8,300,000	 △	1,500,000
卒業記念品費 13,000,000	 13,000,000	 0	
卒業アルバム制作費援助 6,000,000	 8,000,000	 △	2,000,000
就職対策費 1,300,000	 1,000,000	 300,000	
留学研修費援助 6,000,000	 10,000,000	 △	4,000,000
施設整備支援 3,000,000	 3,000,000	 0	

小　　計 73,600,000	 83,150,000	 △	9,550,000
事業費計 95,000,000	 100,200,000	 △	5,200,000

会
議
費

評議員会議 1,500,000	 1,500,000	 0	
幹事会・常任役員会 2,000,000	 2,000,000	 0	
その他会議 1,000,000	 1,000,000	 0	

会議費計 4,500,000	 4,500,000	 0	

管
理
費

一
般
管
理
費

通信費 100,000	 100,000	 0	
慶弔費 500,000	 500,000	 0	
旅費交通費 80,000	 80,000	 0	
印写事務費 800,000	 800,000	 0	
業務委託費 7,000,000	 7,000,000	 0	
渉外費 500,000	 500,000	 0	
消耗品費 500,000	 500,000	 0	
事務費 1,000,000	 1,000,000	 0	

小　　計 10,480,000	 10,480,000	 0	
備
品
費
什器備品費 800,000	 800,000	 0	
小計 800,000	 800,000	 0	

管理費計 11,280,000	 11,280,000	 0	
繰　 出　 金 10,000,000	 10,000,000	 0	
予　 備　 費 13,691,331	 8,316,292	 5,375,039	
合　　　　計 134,471,331	 134,296,292	 175,039	

新役員の顔ぶれ ※敬称略

会　長／印南彰雄
副会長／宮本知子、永井　通、藤井慶三
会　計／秋元茂樹
監　査／冨田美江、梅澤澄江
役　員／吉澤真貴子、金本正和、
　　　　上村美穂、戸澤五月、林田裕子、
　　　　滝口一美、熊澤康弘、大塚政子、
　　　　星　徳子、松田清志、山田慶子、
　　　　本多敏子、庄司洋子
〈新評議員〉
上村美穂、林田裕子、熊澤康弘、
大野正男、山田正敏、藤田恵美子、
立川明美、星　徳子、松田清志、
山田慶子、本多敏子、庄司洋子、
小川貴美子、水野毅志、八木弘雄、
大石真寿、平岡知子、仲松末一

　
２
０
１
０
年
度
事
業
計
画

Ⅰ
．
教
育
後
援
会
主
体
事
業

Ａ
‐
１　

地
区
教
育
懇
談
会
の
実
施

Ａ
‐
２　

就
職
懇
談
会
の
実
施

Ａ
‐
３　

教
育
後
援
会
会
報
「
潮
風
」
の
発
刊

Ａ
‐
４　

教
育
後
援
会
奨
学
金

Ａ
‐
５　

学
生
の
住
宅
相
談
・
紹
介

Ａ
‐
６　

卒
業
記
念
品
の
贈
呈

Ａ
‐
７　

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
贈
呈

Ａ
‐
８　

国
内
外
大
学
の
視
察

Ａ
‐
９　

教
育
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

Ａ
‐
10　

学
生
の
慶
弔

Ａ
‐
11　

教
育
後
援
会
学
生
表
彰
の
実
施

Ⅱ
．
学
生
の
自
主
的
諸
活
動
支
援

Ｂ
‐
１　

課
外
教
育
活
動
団
体
の
支
援

Ｂ
‐
２　

学
園
祭
の
支
援

Ｂ
‐
３　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
支
援

Ｂ
‐
４　

新
入
生
歓
迎
会
の
支
援

Ｂ
‐
５　

留
学
生
連
合
会
主
催
行
事
の
支
援

Ｂ
‐
６　

課
外
教
育
活
動
団
体
大
会
出
場
の
支
援

Ｂ
‐
７　

契
約
厚
生
施
設
利
用
の
支
援

Ｂ
‐
８　

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
の
支
援

Ｂ
‐
９　

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
支
援

Ｂ
‐
10　

文
化
活
動
の
支
援

Ⅲ
．
大
学
実
施
事
業
支
援

Ｃ
‐
１　

長
短
期
学
生
海
外
留
学
研
修
派
遣
の
支
援

Ｃ
‐
２　

就
職
対
策
の
支
援

Ｃ
‐
３　

大
学
施
設
設
備
等
の
支
援

Ｃ
‐
４　

学
生
食
堂
の
支
援

Ｃ
‐
５　

少
人
数
教
育
の
支
援

Ｃ
‐
６　

学
部
教
育
の
支
援

Ｃ
‐
７　

課
外
教
育
活
動
団
体
顧
問
の
支
援

Ｃ
‐
８　

課
外
教
育
活
動
団
体
指
導
者
の
支
援

Ｃ
‐
９　

体
育
会
活
動
の
支
援

Ｃ
‐
10　

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
の
支
援

　

２
０
１
０
年
度
明
海
大
学
浦

安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会
の

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
印

南
で
す
。
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

緊
張
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
年

間
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の

景
気
後
退
と
世
界
同
時
不
況
、

国
内
政
治
の
迷
走
な
ど
、
日
本

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
中
国
を
は
じ

め
と
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の
立
ち

直
り
は
早
く
、
日
本
だ
け
が
取

り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
。
市
場
経
済
の

ボ
ー
ダ
レ
ス
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で

進
行
し
、
こ
れ
か
ら
は
世
界
を

相
手
に
戦
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
明
海
大
生
が
そ

ん
な
激
動
す
る
国
際
社
会
か
ら

求
め
ら
れ
、
活
躍
で
き
る
人
材

と
し
て
成
長
す
る
手
助
け
を
す

る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
保
護
者

は
ど
の
よ
う
な
協
力
を
し
て
い

け
ば
良
い
の
か
。
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、

実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
教
育
後
援
会
の
基

本
方
針
は
、「
明
海
大
学
と
保

護
者
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
明

海
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
行
動
指

針
を
支
援
す
る
」
と
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

援
会
の
活
動
を
で
き
る
限
り
タ

イ
ム
リ
ー
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
更
新
状
況
を
メ
ー
ル

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

既
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
が
で
き

あ
が
っ
て
い
ま
す
（
本
紙
８
面

参
照
）。ホ
ッ
ト
で
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
学
生
の
目
を
世
界
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
ま
す

　

最
近
の
日
本
は
内
向
き
で
保

守
的
な
傾
向
が
強
す
ぎ
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
学
生
は
海
外
留

学
に
対
し
て
消
極
的
だ
そ
う
で

す
。
若
い
社
会
人
の
中
に
は
、

海
外
赴
任
を
厭
い
、
辞
令
を
受

け
る
と
会
社
を
辞
め
て
し
ま
う

者
す
ら
い
る
と
聞
き
ま
す
。
リ

ス
ク
や
困
難
を
乗
り
越
え
て
大

き
な
成
長
を
目
指
す
、
そ
ん
な

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
材
を
育
成
す
る
明
海
大
学
を

支
援
す
べ
く
、
海
外
か
ら
の
留

学
生
と
の
交
流
、
海
外
留
学
へ

の
補
助
、
保
護
者
な
ら
で
は
の

情
報
提
供
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◇

　

明
海
大
学
は
、「
世
界
の
行

き
た
い
リ
ゾ
ー
ト
都
市
」
２
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
国
際
都
市
・

浦
安
市
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

核
教
育
機
関
と
し
て
人
間
力
溢

れ
る
人
材
を
輩
出
す
べ
く
、
安

井
学
長
の
下
、
教
職
員
の
皆
さ

ん
が
一
丸
と
な
っ
て
理
想
の
学

び
舎
造
り
に
邁
進
中
で
す
。
私

た
ち
も
大
学
の
更
な
る
発
展
に

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
す
べ
て

で
す
、
当
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
大
学
と
会
員
（
保
護
者
）
の

距
離
を
縮
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
拡
大

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
大
学
と

の
連
携
・
親
睦
を
深
め
る
場
と

し
て
当
会
が
行
っ
て
い
る
主
力

事
業
が
、
地
区
懇
談
会
（
本
紙

１
面
下
参
照
）
で
す
。
学
長
・

副
学
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方
、

職
員
の
方
に
も
多
数
ご
参
加
い

た
だ
き
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
生

活
ぶ
り
や
学
業
成
績
、
就
職
や

留
学
の
こ
と
等
々
、
何
で
も
ご

相
談
い
た
だ
け
る
場
で
す
。

　

今
年
度
は
、
北
海
道
地
区
と

し
て
札
幌
、
近
畿
・
中
国
・
四

国
地
区
と
し
て
岡
山
と
２
カ
所
、

開
催
地
を
増
や
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
日
本
全
国
を
網
羅
し
、
９

カ
所
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

ま
た
関
東
地
区
（
浦
安
開
催
）

に
お
い
て
は
、
他
の
地
域
同
様

に
懇
談
会
の
あ
と
懇
親
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
教
職
員
の

皆
さ
ん
や
保
護
者
同
士
の
忌
憚

の
な
い
情
報
交
換
の
場
で
す
、

ぜ
ひ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
私
も
で
き
る
限
り
す
べ
て

の
懇
談
会
に
参
加
し
、
皆
さ
ん

と
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

■
広
報
活
動
強
化
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
緊
密
化

　

地
区
懇
談
会
等
の
席
で
、

「
も
っ
と
大
学
の
こ
と
を
知
り

た
い
、
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。
そ

こ
で
、

①
携
帯
で
見
ら
れ
る
当
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま

す
。

②
体
育
会
な
ど
の
公
式
戦
・

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

③
大
学
・
学
生
・
そ
し
て
後

本
年
度
の
活
動
に
つ
い
て教

育
後
援
会
会
長
　
印
南 

彰
雄



 (3) 第 34号し　お　か　ぜ
　

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス

教
育
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
大

学
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
を
頂
戴
し
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
浦
安
キ
ャ
ン

パ
ス
教
育
後
援
会
会
長
の
重
責

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
釘

﨑
徹
様
に
は
、
適
切
な
会
務
運

営
で
大
学
と
教
育
後
援
会
の
距

離
を
随
分
と
近
づ
け
て
い
た
だ

き
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度

の
会
長
を
お
務
め
い
た
だ
く
印

南
彰
雄
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

一
年
間
、
学
生
の
た
め
に
力
を

合
わ
せ
て
共
に
努
力
し
て
い
け

る
よ
う
ご
教
示
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

役
員
の
皆
様
に
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
高
等
教
育
に
対

し
て
質
の
保
証
が
求
め
ら

れ
て
い
る
時
代
で
す
。
特

に
私
立
大
学
の
場
合
は
、

大
学
へ
の
進
学
率
が
上
が

れ
ば
上
が
る
ほ
ど
人
材
を
輩

出
す
る
数
も
増
え
て
い
き
ま

す
。
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
度

学
校
基
本
調
査
で
、
大
学
・
短

期
大
学
へ
の
進
学
率
の
合
計
は

56
・
２
％
で
、
そ
の
う
ち
77
％

が
私
立
大
学
に
進
学
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
私
立
大
学
は
、
ど
う
い
う

人
材
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
と
い
う
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
明
海
大
学
で
は
、「
夢
」

を
持
っ
た
若
人
が
教
育
に
よ
っ

て
、
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
夢

を
つ
く
り
出
す
心
の
豊
か
さ
、

夢
に
挑
戦
す
る
逞
し
さ
、
実
現

を
阻
む
課
題
を
発
見
し
解
決
す

る
能
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、「
明
海
の
人
間
力
」

を
身
に
つ
け
さ
せ
て
、
世
の
中

に
送
り
出
す
こ
と
で
す
。
学
生

の
能
力
に
よ
っ
て
専
門
能
力
は

あ
る
程
度
の
ば
ら
つ
き
は
あ
っ

て
も
、そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る「
人

間
力
」が
身
に
つ
か
な
け
れ
ば
、

何
の
た
め
の
４
年
間
の
大
学
生

活
だ
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
１
年
生
か
ら
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
改
革
し
ま
し
た
。

大
学
に
は
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を

持
っ
て
学
生
が
入
学
し
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
大
学
は
常

に
「
こ
の
大
学
に
入
学
す
れ
ば

こ
ん
な
人
間
に
な
れ
る
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
調
し
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

２
年
生
以
上
の
学
生
に
も
「
明

海
の
人
間
力
」
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

社
会
に
出
て
ど
ん
な
課
題
に

ぶ
つ
か
る
か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
か
ら
、
何
か
に
出
合
っ
た

と
き
に
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

「
Ｈ
ｏ
ｗ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
」

（
考
え
方
）
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
、
自
分
で
難
問
突
破
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
技
術

や
知
識
だ
け
な
ら
ば
大
学
以
外

で
も
身
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
大

学
の
良
さ
は
「
人
間
力
を
背
景

と
し
た
逞
し
さ
」
を
じ
っ
く
り

と
醸
成
す
る
こ
と
に
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

保
護
者
の
皆
様
も
、
も
ち
ろ

ん
お
預
か
り
し
て
い
る
学
生
の

皆
様
に
も
満
足
度
の
高
い
教
育

を
通
じ
て
、
本
学
の
建
学
の
精

神
を
具
現
化
し
て
い
く
所
存
で

す
。
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後

援
会
の
皆
様
と
共
に
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
創
り
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

明
海
大
学
の
教
育
課
程
と
学
士
力

―
未
来
に
夢
持
つ
学
生
を
は
ぐ
く
む

学
長　

安
井
利
一

　

学
位
記
授
与
式
の
行

わ
れ
た
３
月
23
日
（
火
）、

教
育
後
援
会
に
よ
る
「
学

生
表
彰
式
」
が
30
周
年
記

念
館
学
生
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
表
彰
を
受
け
る

の
は
、
課
外
活
動
や
学

友
会
、
体
育
会
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

で
功
績
の
あ
っ
た
学
生
、

計
20
名
。

「
皆
さ
ん
、
い
い
顔
を
さ

れ
て
い
ま
す
ね
！　

何

か
を
や
り
遂
げ
た
人
と

い
う
の
は
、
目
に
出
ま
す

ね
！
」
と
釘
﨑
徹
会
長
。

安
井
学
長
か
ら
は
「
皆
さ

ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
通
じ
て
他
の
学
生
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
、
大
学
の
名
前
を

高
め
て
く
れ
ま
し
た
」
と
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
古
宮
香
織
さ
ん
（
英
米

語
学
科
）
は
、
国
内
外
で
行
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
評
価

さ
れ
た
。「
か
け
が
え
の
な
い

仲
間
に
出
会
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
人
の
た
め
に
何
か
を
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
古
宮
さ
ん
。
卒

業
、
そ
し
て
受
賞
、
お
め
で
と

う
！

学生表彰者　	 ※敬称略

１．表彰対象①
上田　　航 経済学科 第20回関東学生空手道体重別選手権大会男子67kg級優勝
藤ヶ谷太輔 経済学科 俳優・タレントとして芸能活動を続けながら学業を両立
２　表彰対象②Ｂ－１
形部　修士 経済学科 2009年度空手道部主将
松下　真也 経済学科 2009年度男子硬式庭球部主将
日下部　司 英米語学科 2009年度男子ラクロス部主将
遠藤　　豊 経済学科 2008年度防具空手道部主将
石毛　将太 経済学科 2008年度軽音楽部アリーナ部長
岩﨑　翔子 HT学科 2008・2009年度茶道部部長
森戸　　聡 経済学科 2008・2009年度情報処理研究部部長
山根　眞人 経済学科 2008年度吹奏楽部部長
隋　　仁涛 不動産学科 2009年度中国留学生会会長
李　　慶福 不動産学科 2009年度韓国留学生会会長
タパプラカス HT学科 2009年度ネパール留学生会会長
２．表彰対象②Ｂ－２
原野　公輔 英米語学科 2007年度学友会会長・2009年度学友会副会長
佐田　優太 英米語学科 2008年度学園祭実行委員会委員長
八武﨑智大 不動産学科 2008年度体育会連盟会会長
冨樫友里恵 英米語学科 2007年度学術文化連合会会長
武　　炳東 経済学科 2009年度留学生連合会会長
松永　浩昭 英米語学科 2009年度卒業パーティー実行委員会委員長
３．表彰対象③

古宮　香織 英米語学科
国内外のボランティア活動に積極的に参加。児童の健全育成、
ごみ問題に関する教育プログラムの開発・実施、スポーツを
通じた国際交流、フィリピンの孤児施設での活動など。

在
学
中
の
功
績
に
拍
手
！

２
０
０
９
年
度

明
海
大
学
浦
安
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
後
援
会

　

学
生
表
彰
式

◀
古
宮
さ
ん

４月３日　入学式

3月23日　

学位記授与式

4月8日　構内で…

MEIKAI
P HOTO
S NAP

３月26日　ジャズオーケストラ部

「高校生のためのJAZZ」

▲この日、学び舎を巣立ったのは 1159 人

▼式典が終わり、あち

　らこちらで記念撮影

▲ジャズオーケストラ部主催・教育後援会協力に

よる『高校生のための JAZZ　Orchestra 公開

指導教室～スウィング・フィールと生きたニュア

ンスを学ぼう !～』に、高校生34人が参加

▲今年度は、新入学

生 1480 人、特別聴

講学生 45 人、全米

大学連盟学生 25 人

が入学 !

◀「学業を頑張ろう

という思いを新たに

しました」と新入生

◀
例
年
よ
り
少
し
遅
く
桜
が
満
開
に
！

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略
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体育会連盟会会長

菊池 洋平（不動産学科３年）

①今年の体育会連盟
会は、各団体の人数
が増え、どの団体も
活動が活発になって
いるので、体育会連
盟会が明海大学を盛
り上げていけるような存在になれる
ようがんばっていきたいと思いま
す。

②私は明海大学のすばらしいグラウ
ンドが大好きです。

学園祭実行委員会委員長

西條 朋美（ＨＴ学科３年）

①学園祭実行委員は
もちろん、明海祭に
参加・協力してくだ
さるすべての人と
大きな輪となり繋
がって、１つの大き
な学園祭を創り上げたい !!　そして
すべての人の顔が笑顔で溢れ、心に
残る素敵な学園祭にしたい!!と思っ
ています。

②リゾート地のような拓けたキャン
パスで、緑がとてもキレイな丘があ
ること。

学友会中央委員会委員長

渡邊 貴史（英米語学科2年）

①学友会会長の渡邊
貴史です。自分は、
頼りないところもあ
り、他人に迷惑をか
けるかもしれません
が精一杯がんばりた
いと思いますので、よろしくお願い
します。

②大学がきれいで学生が明るく、笑
顔が絶えないところが好きです。

卒業アルバム製作委員会委員長

常盤 尚輝（ＨＴ学科３年）

①明海で過ごした楽
しい思い出や勉学の
日々を記録し、開く
たびに学生生活がよ
みがえるようなアル
バムを目指していま
す。そのために、委
員全員で努力していこうと思いま
す。
②明海大は、とても開かれた大学だ
と思います。大学と外を隔てる壁な
どがなく、学内にも施設を利用され
る住民の方がよくいらっしゃり、交
流もさかんで、とても親近感があ
ります。そのように街のコミュニ
ティーの場として大学が機能してい
るところが好きです。

卒業パーティー実行委員会委員長

前田 友樹（ＨＴ学科４年）

①学生生活最後のイ
ベントである卒業
パーティーは、今年
度で15回目を迎え
ます。卒業生が友人
やお世話になった教
職員の方々と想い出を語らい、また
新たな想い出を作っていただけるよ
う、委員一同力を合わせ、最高の演
出で卒業生を送り出したいと思いま
す。
②大学から見えるディズニーの花火
が好きで、帰りが遅いとき、駅に向
かいつつ花火を眺めるのがささやか
な楽しみです。

留学生連合会会長

崔
サイ

　 志
シ ゴ ウ

剛（不動産学科４年）

①外国と日本では、
文化や思想などが違
います。留学生連合
会では、各国留学生
と日本学生の交流を
目的として、ＢＢＱ
の実施、合宿、ボランティア活動な
どを行いたいと考えています。留学
生が日本のことをもっと詳しくわか
るように頑張りたいと思います。
②私は明海大学の思想が好きです。
例えば、学校の周りに壁がなく、ど
こでも入口になることです。「頑張
れば、どんな場所でも成功の入り口
になる」と感じます。

学術文化連合会会長

渡辺 智朗（ＨＴ学科２年）

①学術文化連合会は
年々活気がなくなっ
てきています。それ
を急激に変化させる
のは難しいと思われ
ますので、これから
活気づかせるための基盤を作ってい
けるよう頑張ります。

②他大学にはないＨＴ学部や不動産
学部があるおかげで、違う考えを
持っている人が大勢いるので、毎日
が刺激的で楽しい大学生活が過ごせ
ることです。

①
今
年
度
の
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

②
“
明
海
大
の
こ
こ
が
好
き
！
”
を
教
え
て

く
だ
さ
い

（
敬
称
略
）

２
０
１
０
年
度

学
友
会　新

役
員
の
顔
ぶ
れ

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略
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Ａ
２
０
０
２
年
の
『
就
職

氷
河
期
』
よ
り
は
回
復

し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

依
然
大
き
な
不
安
は
あ
り
ま

す
。
学
生
た
ち
が
き
ち
ん
と
力

強
く
活
動
し
て
い
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

大
企
業
の
み
な
ら
ず
従
業
員

１
０
０
０
人
以
下
の
企
業
に
も

目
を
向
け
る
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

Ｑ 

学
生
に
望
む
こ
と
は
？

Ａ
就
職
活
動
は
多
く
の
学

生
に
と
っ
て
人
生
で
初

め
て
直
面
す
る
大
き
な
試
練
。

１
、２
回
の
失
敗
で
立
ち
止

ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
学

生
も
い
ま
す
が
、「
あ
き
ら
め

な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
保
護
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
私
も
同
世
代
の
子
の
親

な
の
で
、
つ
い
つ
い
口

出
し
を
し
た
く
な
る
の
は
一
緒

で
す
（
笑
）。
し
か
し
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
辛
抱
強
く
見

守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

残
酷
な
よ
う
で
す
が
、
30
～
40

年
前
の
我
々
の
経
験
が
、
今
の

就
職
活
動
に
は
通
用
し
な
い
と

い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
と
き
ど

き
後
ろ
か
ら
背
中
を
押
し
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

で
は
『
あ
と
半
年
あ
る
』
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
気
持
ち

を
切
り
替
え
て
今
か
ら
頑
張
り

た
い
」「
企
業
研
究
を
し
た
ほ

う
が
い
い
と
耳
に
し
て
は
い
た

ん
で
す
が
、
実
行
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
日
は
背
中
を

押
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
」「
人

に
頼
っ
て
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ

な
、
と
思
い
ま
し
た
」
と
の
答

え
。

「（
教
室
の
）
後
ろ
の
ほ
う
で

は
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
よ
う

な
学
生
も
い
た
け
れ
ど
、
前
の

ほ
う
は
目
が
真
剣
だ
っ
た
ね
」

と
藤
井
さ
ん
も
安
堵
の
様
子
。

2010年度　就職支援行事年間スケジュール
■３年生対象
４月 ・産学連携教育プログラム
５月 ・就職ガイダンスⅠ「就活に必要な諸手続き他」

・夏季インターンシップガイダンス
６月 ・コンピテンシー診断テスト開始①

・就職ガイダンスⅡ「業種・業界・職種と採用テストについて」
・就職ガイダンスⅢ「自己分析について」
・ＳＰＩ対策模試①
・ＳＰＩ解き方講座①

７月 ・就職ガイダンスⅣ「就職活動報告会」
・就職講座Ⅰ「自分のことを話す・書く・伝える」

８月 ・ＳＰＩ対策集中講座
・夏季インターンシップ

９月 ・公務員試験対策スタート講座
10月 ・コンピテンシー診断テスト開始②

・女子学生のための就職メイク講座
・就職ガイダンスⅤ「エントリーシート対策」
・エントリーシート対策模擬テスト
・リクルートスーツ着こなし講座
・就職講座Ⅱ「エントリーシート対策」
・業界研究セミナー①

11月 ・業界研究セミナー②
・ＳＰＩ対策模試②
・就職ガイダンスⅥ「面接対策・グループ・ディスカッション対策」
・就職講座Ⅲ「面接対策」
・履歴書用写真学内撮影会①

12月 ・春季インターンシップガイダンス
・履歴書用写真学内撮影会②
・特別ガイダンス「留学生のための就職ガイダンス」
・千葉県29大学合同企業セミナー（幕張メッセ）
・ＳＰＩ解き方講座②
・就職講座Ⅳ「グループ・ディスカッション対策」

１月 ・履歴書用写真学内撮影会③
２月 ・春季インターンシップ

・特別ガイダンス「直前ガイダンス」
・学内企業セミナー①
・警察官・消防官受験対策講座

■４年生対象
５月 ・学内企業セミナー②
６月 ・学内企業セミナー③

・新卒求人紹介・紹介予定派遣登録セミナー
・求人紹介セミナー

10月 ・学内企業セミナー④
・紹介予定派遣セミナー

11月 ・就活応援セミナー
２月 ・卒業前に決める就職応援セミナー

「
わ
が
子
の
こ
と
で
何
よ
り
気
に
な
る
の
は
就
職
」と
い
う
方
が
多
い
。
し
か
し「
ど

う
な
の
？
」
と
直
接
聞
い
て
み
て
も
、「
返
事
が
な
い
」「
返
事
は
く
れ
る
け
ど
よ
く

わ
か
ら
な
い
」「
本
人
も
あ
ま
り
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
」
こ
と
も
多
く
、
気
を
も

む
ば
か
り
…
。

　
こ
の
紙
面
で
は
、
今
の
就
職
活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
学
は
ど
ん
な
支

援
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
を
取
材
。
３
年
生
の
み
な
ら
ず
、
１
～
２
年
生
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
目
を
通
し
、
会
話
の
き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
…
。

ど
う
な
る
？  

ど
う
す
る
？

活
動
が
長
期
化

◀編集委員・藤井慶三（英
米語学科 2年生の保護者）

読めば怖いものなし！？

複写式で楽々
就職情報サービス
登録カード

パソコンのない学生も…
携帯でも受け取れる！

発見！

発見！ 発見！

　当日配られた『MY CAREER HANDBOOK2011』
２冊には、就活のノウハウや心構えがびっしり。
ハガキの書き方、敬語の使い方、おじぎの仕方、
気づいたことのメモ、なかなか内定がとれない

ときにどうすれ
ばよいか…な
ど。手のひらサ
イズで、「よく
ある疑問」のほ
とんどが解消で
きそうだ。

　明海大独自の就職情報サイト「ジョブハン
ター」は、「明海大生を採りたい」と考える企業
の登録が多い。自分の希望に合った会社からの新
着求人は、メールでお知らせが来る仕組み。パソ
コンのない学生のために、携帯メールにも対応し

ている。「よくで
きているねぇ」

「
複
写
式
だ
か
ら
２
回
書
け
ば

５
つ
に
登
録
で
き
る
ん
だ
ね
」

　近年は多くの企業がインターネット上
の就職情報サイトで採用活動をしている。
しかし大手サイトだけでも９つあり、学
生にとってその登録作業が第一関門だ。

▲

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
／

下
田
直
樹
先
生
（
経
済
学
部
長
）

潜   入    レ    ポ   ー   ト 

■
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
診
断

　

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
行
動
特
性
（
行
動
力
）
の
こ
と
。
そ

の
人
が
本
来
発
揮
で
き
る
能
力
や
、
補
う
べ
き
能
力
を
科
学
的

に
判
断
す
る
。

■
Ｓ
Ｐ
Ｉ

　

総
合
適
性
検
査
（Synthetic Personality Inventory

）

の
略
。
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で
、
志
望
者
の
適
性
を
手
軽
に
検

査
で
き
る
た
め
、
多
く
の
企
業
が
採
用
し
て
い
る
方
式
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

　

一
定
の
期
間
、
企
業
の
な
か
で
就
業
体
験
が
で
き
る
仕
組
み
。

基
本
的
に
は
賃
金
は
支
払
わ
れ
な
い
。
３
年
生
の
夏
休
み
を
利

用
す
る
学
生
が
多
い
。

■
ジ
ョ
ブ
ハ
ン
タ
ー
＆
就
職
情
報
サ
イ
ト

　

就
職
活
動
に
役
立
つ
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
て
い
る
も
の
。
企
業
検
索
や
企
業
説
明
会
へ
の
予
約
、
セ
ミ

ナ
ー
の
予
約
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
登
録
な
ど
が
で
き
る
。
明

海
大
独
自
の
就
職
情
報
サ
イ
ト
が
「
ジ
ョ
ブ
ハ
ン
タ
ー
」。
ほ

か
に
、
大
手
で
は
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
の
「
リ
ク
ナ
ビ
」、
㈱
毎

日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
「
マ
イ
ナ
ビ
」、
エ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
㈱
の
「
ｅ
ｎ　

学
生
の
就
職
情
報
」
等
が
あ
る
。

■
進
路
希
望
登
録
カ
ー
ド

　

３
年
生
全
員
が
大
学
に
提
出
す
る
カ
ー
ド
。
就
職
の
意
思
の

有
無
や
在
学
中
の
取
り
組
み
（
ゼ
ミ
、
課
外
活
動
、
資
格
取
得
）

な
ど
を
記
入
す
る
。
カ
ー
ド
を
提
出
し
、「
ジ
ョ
ブ
ハ
ン
タ
ー
」

に
登
録
し
た
人
に
限
り
、
企
業
か
ら
大
学
に
来
た
推
薦
を
紹
介

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

就
職
を
希
望
し
な
い
場
合
で
も
提
出
は
必
須
。

■
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
Ｅ
Ｓ
）

　

企
業
が
用
意
し
て
い
る
面
接
前
の
第
一
関
門
。
氏
名
や
連
絡

先
な
ど
の
ほ
か
に
、「
自
己
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
だ
さ
い
」「
あ
な
た

が
大
学
生
活
で
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
こ
と
は
」
な
ど
、
一
般

的
な
も
の
か
ら
、
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
求
め
る
も
の

な
ど
設
問
は
企
業
に
よ
り
異
な
る
。

■
内
々
定
・
内
定

　

筆
記
試
験
や
面
接
な
ど
を
ク
リ
ア
し
、
最
終
面
接
後
に
電
話

や
メ
ー
ル
、
口
頭
な
ど
で
伝
え
ら
れ
る
の
が
「
内
々
定
」、
入

社
の
誓
約
書
を
正
式
に
交
わ
せ
ば
10
月
１
日
以
降
に
「
内
定
」

と
な
る
。

就
職
活
動
事
情

知
っ
て
お
き
た
い
就し

ゅ
う
か
つ活
用
語

今日がスタート !!

学生対象『就職ガイダンス』

　５月 11日（火）、午後６時からスタート
した学生対象の『就職ガイダンスⅠ』には、
３年生約３００人が参加。他の授業で来られ
ない学生のため、同じ内容を３日間繰り返す。
今回は５回シリーズの第１回で、学生たちは
初めてのことに緊張半分、「まだ先」という
余裕半分の面持ちだ。
　講座前半、浦安キャンパスキャリアサポー
トセンターの下田直樹センター長が挨拶し、
続いて学生支援課（就職支援担当）が配布資
料や必要な手続きについて説明。後半は現在
の就職環境を知ること、また、これからの活
動のイメージをつかめるようにと、おおまか
なタイムスケジュールが紹介された。

学
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

最
前
列
に
座
っ
て
講
義
を
聴

い
て
い
た
の
は
Ｈ
Ｔ
学
科
３
年

の
女
性
３
人
組
。
感
想
を
尋
ね

る
と
…
「
今
日
こ
こ
に
来
る
ま

セ
ン
タ
ー
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
今
年
度
の
状
況
と
、
大

学
の
就
職
支
援
の
方
針

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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６
月
26
日
（
土
）、浦
安
キ
ャ

ン
パ
ス
で
「
関
東
地
区
就
職
懇

談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は

「
子
ど
も
の
た
め
に
少
し
で
も

早
く
情
報
収
集
を
」
と
い
う
保

護
者
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

大
学
と
教
育
後
援
会
が

一
体
と
な
っ
て

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
！

　

ま
ず
教
育
後
援
会
印
南
彰
雄

会
長
が
、「
私
も
就
職
活
動
中

の
大
学
４
年
生
の
親
。
こ
こ
３

カ
月
で
子
ど
も
の
成
長
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
子

さ
ん
も
き
っ
と
就
職
活
動
を
通

し
て
成
長
さ
れ
る
は
ず
。
明
海

大
は
支
援
体
制
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
で
親
は
報
道
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
会
話
を
大
切
に
し
て

焦
ら
ず
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

就
活
で
は
親
が
一
番
の
味
方
、

こ
の
就
職
懇
談
会
が
役
に
立
て

ば
幸
い
で
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

安
井
利
一
学
長
は
、
大
学
が

就
職
対
策
と
し
て
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

各
種
講
座
な
ど
を
用
意
し
て
も

参
加
学
生
が
増
え
な
い
こ
と
な

い
」（
経
済
学
科
２
年
男
子
の

両
親
）

「
子
ど
も
の
就
活
も
知
識
が
あ

れ
ば
助
け
に
な
る
と
思
い
参

加
。
参
考
に
な
っ
た
が
、
ま
だ

結
論
は
出
な
い
」（
英
米
語
学

科
１
年
男
子
の
母
）

セ
ー
ジ
”
を
求
め
ら
れ
た
６
人

は
、「
単
位
は
き
ち
ん
と
取
っ

て
お
く
よ
う
に
」
と
口
を
そ
ろ

え
た
。
ま
た
「
逃
げ
ず
に
積
極

的
に
自
分
か
ら
動
こ
う
！
」
と

い
う
声
も
多
か
っ
た
。

参
加
し
た

保
護
者
か
ら

「
参
考
に
な
っ

た
」
の
声

「
参
考
に
な
っ
た
。

特
に
リ
ア
セ
ッ
ク

の
話
が
面
白
か
っ

た
。
大
学
の
就
職

へ
の
意
識
の
高
さ

が
伺
え
て
良
か
っ

た
」（
Ｈ
Ｔ
学
科
１

年
女
子
の
両
親
）

「
参
加
は
昨
年
に

続
き
２
度
目
。
こ

れ
を
機
会
に
子
ど

も
と
就
職
に
つ

い
て
話
し
て
み
た

を
伝
え
た
。

　

就
職
率
に
関

し
て
は
、「
今
年

３
月
卒
業
生
の

内
定
率
は
、
他

大
学
同
様
、
前

年
よ
り
下
が
っ

て
い
ま
す
。
未

定
の
学
生
は
今

後
も
フ
ォ
ロ
ー

を
続
け
、
大
学

と
し
て
就
職
率

を
１
０
０
％
に

近
づ
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

皆
さ
ま
も
大
学

の
就
職
支
援
を

利
用
す
る
よ
う

お
子
さ
ん
に
声

を
掛
け
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
た
。

今
ど
き
の
就
職
環
境
と

学
生
の
就
職
活
動
は
？

企
業
側
の
現
状
は
？

　

㈱
リ
ア
セ
ッ
ク
の
近
藤
賢
氏

は
「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と
題
す
る
講
演
で

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
就
職
環
境
は
厳
し
い
が
氷
河

期
ほ
ど
で
は
な
い
。
中
小
企
業

の
求
人
倍
率
は
２
倍
以
上
あ

り
、
流
通
業
は
下
が
っ
て
も
４

倍
近
い
。
ま
た
今
後
は
環
境
・

介
護
・
農
業
分
野
、
東
ア
ジ
ア

経
済
圏
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き

な
成
長
が
期
待
で
き
る
。

　

就
職
活
動
は
３
年
の
秋
ご
ろ

か
ら
始
ま
り
４
年
の
12
月
ご
ろ

ま
で
長
期
に
わ
た
る
の
で
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
あ
き
ら
め
ず
に

動
く
こ
と
が
重
要
。
ち
な
み
に

け
ず
嫌
い
を
ア
ピ
ー
ル
。
会
社

選
び
で
も
『
売
買
件
数
が
一
番

多
い
点
が
決
め
手
』
と
強
調
し

た
。
親
は
見
守
っ
て
く
れ
た
だ

け
だ
っ
た
が
、
内
定
し
た
会
社

の
情
報
は
親
を
通
じ
て
得
た
」

（
三
井
リ
ハ
ウ
ス
東
京
㈱
に
内

定　

不
動
産
学
部　

男
子
）

「
１
６
０
社
に
エ
ン
ト
リ
ー
。

説
明
会
は
35
社
、
受
け
た
の
は

20
社
。
食
品
メ
ー
カ
ー
志
望

だ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
は
こ
だ

わ
ら
ず
“
地
元
青
森
に
還
元
で

き
る
・
営
業
が
で
き
る
・
企
画

運
営
が
で
き
る
”
で
選
ん
だ
。

会
社
に
は
大
学
時
代
の
地
域
活

性
化
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
な

ど
の
経
験
を
ア
ピ
ー
ル
。
親
に

は
、
就
活
中
の
お
金
の
心
配
は

要
ら
な
い
と
言
わ
れ
、
助
か
っ

た
」（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
に
内
定　

Ｈ
Ｔ
学
科　

女
子
）」

　

最
後
に
“
後
輩
へ
の
メ
ッ

向
に
変
更
。
明
る
さ
・
フ
レ
ン

ド
リ
ー
さ
が
評
価
さ
れ
た
と
思

う
。
中
国
人
観
光
客
に
向
け
た

商
品
販
売
も
あ
る
の
で
、
中
国

留
学
で
得
た
語
学
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
両
親
の
『
好
き
な
よ

う
に
や
り
な
さ
い
』
と
の
言
葉

か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
安
心
感

を
得
た
」（
㈱
ノ
ジ
マ
に
内
定

中
国
語
学
科　

男
子
）

「
10
月
か
ら
１
０
０
社
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
40
社
の
説
明
会
に

行
き
、
面
接
ま
で
進
ん
だ
の
は

20
社
前
後
。
会
社
に
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
が
あ
る
こ
と
を
伝
え

た
。４
回
の
個
別
面
談
で
内
定
。

親
の
干
渉
が
な
か
っ
た
お
陰
で

自
分
の
時
間
が
持
て
た
」（
ス

タ
ー
ツ
証
券
㈱
に
内
定　

経
済

学
科　

男
子
）

「
比
較
的
遅
め
の
２
～
３
月

に
、
不
動
産
に
絞
っ
て
エ
ン
ト

リ
ー
。
会
社
に
は
向
上
心
と
負

ル
。
何
で
も
や
っ
て
み
る
性
格

を
売
り
に
し
た
」（
三
協
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
㈱
に
内
定　

日
本
語

学
科　

女
子
）

「
11
月
頃
か
ら
活
動
開
始
。
20

社
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
５
社
に

応
募
。
接
客
業
に
興
味
が
あ
り

飲
食
業
を
希
望
。
父
の
勧
め
で

Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
受
け
た
。
父
の

仕
事
の
関
係
で
早
め
に
情
報
を

得
ら
れ
、
助
か
っ
た
。
両
方
か

ら
内
定
を
得
、
地
元
に
戻
れ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
決
め
た
。
授
業

や
ア
ル
バ
イ
ト
で
培
っ
た
明
る

さ
・
元
気
さ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
武
器
に
し
た
」（
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
内
定　

英
米
語
学

科　

男
子
）

「
留
学
中
に
エ
ン
ト
リ
ー
開

始
。
動
き
出
し
は
今
年
の
３
月

か
ら
。
ゲ
ー
ム
業
界
志
望
か

ら
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き

な
自
分
の
特
性
を
生
か
せ
る
方

昨
年
度
の
人
気
企
業
は
Ｊ
Ｒ
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
系
で
、
自
動
車

関
連
の
人
気
が
下
が
っ
た
。

　

内
定
が
と
れ
な
い
学
生
の
特

徴
は
、
進
路
に
迷
い
が
あ
り
、

就
職
活
動
を
始
め
る
の
が
『
遅

い
』、
企
業
規
模
に
こ
だ
わ
り

過
ぎ
て
、
受
け
る
会
社
数
が

『
少
な
い
』、
特
定
の
業
種
・
業

界
に
偏
り
過
ぎ
て
選
ぶ
範
囲
が

『
狭
い
』
と
い
う
も
の
。
特
定

の
業
種
・
業
界
・
職
種
・
企
業

規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
早
く
か

ら
幅
広
く
意
欲
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
最
も
重
要
」と
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
明
海
大
生
で
実
際

に
あ
っ
た
相
談
内
容
を
会
場
に

投
げ
か
け
て
「
就
職
活
動
を
通

じ
て
子
ど
も
は
成
長
す
る
。
そ

の
子
の
個
性
に
応
じ
た
支
援
を

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
。
進

路
選
択
で
の
親
の
影
響
は
大
き

い
。
本
人
が
納
得
し
て
自
ら
意

思
決
定
で
き
る
よ
う
に
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
」と
結
ん
だ
。

６
人
の
内
定
学
生
が

語
る
～

“
私
た
ち
の
就
活
”

　

毎
年
好
評
の
“
内
定
学
生
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
”。
Ｇ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
‐
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

遠
藤
和
氏
が
６
人
の
内
定
学
生

に
「
い
つ
ご
ろ
に
ど
ん
な
活
動

を
し
た
か
」「
企
業
へ
は
何
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
ど
ん
な
点
を
評

価
さ
れ
た
か
」「
親
の
サ
ポ
ー

ト
は
？
」な
ど
を
投
げ
か
け
た
。

※
以
下
、各
氏
の
要
点
を
抜
粋
。

「
10
月
か
ら
１
０
０
社
以
上
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
受
け
た
の

は
10
社
。
内
定
し
た

会
社
は
、
そ
こ
で
働

い
て
い
る
自
分
が
想

像
で
き
た
の
で
決
め

た
。
会
社
に
は
部
活

動
で
得
た
体
力
・
健

康
と
、
へ
こ
ま
な
い

精
神
力
を
ア
ピ
ー

ど
の
現
状
に
触
れ
た
あ
と
、「
お

子
さ
ん
が
夢
の
実
現
を
図
れ
る

よ
う
、
教
育
後
援
会
と
大
学
が

一
体
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
を
！
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
下
田
直
樹
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
・
経
済

学
部
長
が
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
。

　

ま
ず
、
大
学
が
行
っ
て
い
る 

“
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
”“
就
職
講

座
”“
学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
”

に
つ
い
て
。
さ
ら
に
、
明
海
大

独
自
の
“
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
”
や
“
資
格
等
取

得
奨
励
奨
学
金
”、
さ
ら
に
明

海
大
と
㈱
リ
ア
セ
ッ
ク
の
産
学

連
携
“
マ
イ
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
”
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
は

「
１
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
考
え
る
“
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
”
を
必
修
化
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
強
化
し
ま
し

た
。
４
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
を
通
じ
て
人
間
力
を
つ
け

た
学
生
が
理
想
の
進
路
に
進
め

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
り
、
き
め
細
か
く

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と

▲㈱リアセック　近藤賢代表

▲パネルディスカッションの模様（手前から　遠藤和氏、國光
花利奈さん、橋本和弥さん、斎藤金道さん、野口浩輝さん、髙
橋亮太さん、田名部麗さん）

男　性
■スーツは黒か紺のシングル。プ

レスをしっかりと

■ワイシャツは白が基本。袖や襟
のよごれに注意

■靴は黒や茶のローファーやプ
レーントゥなどシンプルなもの。
しっかり磨いておく

■カバンは黒や茶の手提げタイプ
がよい

■髪は短め、髭は剃って、清潔感
を心がける

女　性
■スーツは紺、グレー、ベージュ

など。スカート丈は立っている
ときと座ったときの長さの違い
を考えて選ぶ。業種によっては
パンツスーツも可

■ブラウスは白や水色など。オー
プンカラーやボウタイタイプなど

■ヒールは３～５センチくらい。
スーツに合わせた黒、紺、茶など

■バッグは黒や紺のショルダー
バッグまたは手提げタイプ

■長い髪はまとめる。ナチュラル
メイク、マニキュアはつけない
ほうがよい

■ストッキングの伝線に注意。予
備を持ち歩く

　案外忘れがちだが、就活にはさまざまな費用
がかかる。スーツやバッグなどのほか、交通費
や飲食費もばかにならない。特に最終面接以外
の交通費は自己負担のことが多いので注意が必
要だ。
　活動中はアルバイトをする時間もないので、
費用はあらかじめ貯めておきたい。㈱リアセッ
クの資料によると、概ね 10 万円から 15 万円
は見ておいた方が良さそう。

■意外にかかる交通費

▲このような模範的なリクルートス
タイルの費用は６万円前後？
パネルディスカッションに参加した
斎藤さん（左）と國光さん（右）

『MY CAREER HANDBOOK2011』より抜粋

＜リクルートファッションの注意点＞

￥ ￥

￥

就活のお値段は？

10000 10000
10000

内訳（費用の平均）
・ス ー ツ 代…………………33,701 円 
・靴　　　代…………………08,957 円
・バ ッ グ 代…………………07,137 円
・シ ャ ツ 代…………………06,967 円
・ネクタイ代…………………05,052 円
・飲　食　費…………………11,024 円
・交　通　費…………………36,837 円（※）

※『就職ジャーナル』の 100 人アンケートで
は平均 67,000 円という報告も

ガンバリましょうネ

子どもの就職のために
親がしてやれることは？
『就職懇談会』で情報収集

※
Ｈ
Ｔ
…
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
略
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卒業記念アルバムについて

　３月・９月の学位記授与式後に卒業生全
員に記念として教育後援会から卒業アルバ
ムが送付贈呈されます。返品を少なくする
ため下記の項目をご確認ください。

　①アルバム送料は着払い（個人負担）に
　　なります。
　②お手元に届くのは12月から翌年１月

を予定しております。
　③住所を変更した場合は必ず学生支援課

に届出を行ってください。
　④アルバムの発送は、国内限定のため、

留学生は国内で受け取ることが可能
な住所・友人等を届出ください。（個
人写真の撮影時に受付）

　

こ
の
春
行
わ
れ
た
千
葉
県
大

学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
３

年
連
続
優
勝
を
果
た
し
た
体
育

会
サ
ッ
カ
ー
部
。
し
か
し
、
彼

ら
の
目
標
は
そ
の
先
に
あ
る
。

そ
れ
は
「
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
２
部
昇
格
」。

　

主
将
の
稲
葉
基
輝
さ
ん
（
経

済
学
科
４
年
）は「
み
ん
な
も
っ

と
良
く
な
る
し
、
監
督
を
信
じ

て
や
れ
ば
で
き
る
と
思
っ
て
ま

す
」
と
話
す
。
主
将
と
し
て
、

積
極
的
に
声
を
出
し
プ
レ
ー
で

引
っ
ぱ
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
の

雰
囲
気
を
良
く
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

先
日
行
わ
れ
た
横
浜
国
立
大

と
の
試
合
は
惜
し
く
も
敗
れ
た

　

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
は
部
員
数

22
名
。
部
員
の
大
半
は
大
学
か

ら
ラ
ク
ロ
ス
を
始
め
て
い
る
。

「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
同
じ
だ

か
ら
、
大
学
か
ら
始
め
た
人
で

も
上
手
く
な
れ
る
の
が
魅
力
の

ひ
と
つ
」
だ
と
部
員
た
ち
。
新

が
、
得
た
も
の
も
大
き
い
と
八

津
川
義
廣
監
督
は
言
う
。「
横

国
大
は
秋
の
関
東
大
会
で
ま
た

戦
う
で
あ
ろ
う
相
手
。
そ
う

い
っ
た
相
手
に
対
し
て
今
年
に

入
っ
て
初
め
て
公
式
戦
に
出
場

し
た
選
手
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て

い
た
の
を
見
る
と
、
２
部
昇

格
へ
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
」。

今
年
は
目
標
に
向
け
て
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
八
津
川
監
督
は
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
社
会
に
出
た
と

き
に
通
用
す
る
人
材
を
育
成
し

た
い
と
も
。「
卒
業
後
、
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
ら
れ
る
人
は
少
な

い
。
だ
か
ら
、
部
活
を
通
し
て

社
会
で
役
立
つ
何
か
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

入
生
の
勧
誘
で
も
ラ
ク
ロ
ス
経

験
者
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
実

際
に
ラ
ク
ロ
ス
を
体
験
し
て
も

ら
う
と
、み
ん
な
「
面
白
い
！
」

と
言
う
そ
う
だ
。

　

時
に
は
練
習
の
後
に
み
ん
な

で
ご
飯
を
食
べ
に
行
く
ほ
ど
仲

が
良
く
、
授
業
の
合
間
に
は
、

自
然
と
部
室
に
人
が
集
ま
る
な

ど
、「
居
心
地
の
良
い
」
雰
囲

気
が
ラ
ク
ロ
ス
部
の
自
慢
。
部

長
の
古
屋
恭
さ
ん
（
経
済
学
科

４
年
）は
、個
性
的
な
メ
ン
バ
ー

を
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
た
こ

と
も
あ
る
そ
う
だ
が
、「
周
り

の
部
員
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
」
と
語
る
。

　

現
在
の
目
標
は
関
東
学
生

リ
ー
グ
２
部
へ
の
昇
格
。
２
年

生
に
は
関
東
選
抜
に
選
ば
れ
た

選
手
も
お
り
、
２
部
昇
格
に
向

け
て
の
士
気
も
高
ま
っ
て
い
る
。

「
部
員
は
随
時
募
集
中
」「
観
客

が
少
な
い
の
で
、
試
合
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
！
」
と
古
屋
さ

ん
。
ぜ
ひ
応
援
を
。

２部昇格へ手応え十分
体育会　サッカー部

▲八津川監督

ラクロスって面白い！
男子ラクロス部

　

軽
音
楽
部
に
登
録
し
て
い
る

学
生
は
、
な
ん
と
１
４
０
名
。

「
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
す
」

と
話
す
の
は
部
長
の
佐
藤
春

奈
さ
ん
（
英
米
語
学
科
３
年
）。

活
動
は
、
音
楽
の
方
向
性
な
ど

　

佐
藤
さ
ん
は
話
す
。「
バ
ン

ド
は
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
、
み

ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
く
の
が

楽
し
い
。
も
ち
ろ
ん
意
見
の
食

い
違
い
も
あ
り
ま
す
。
音
楽
を

真
剣
に
や
っ
て
い
き
た
い
人

と
、
趣
味
と
し
て
や
り
た
い
人

の
間
に
溝
が
で
き
る
こ
と
も
。

で
も
、
音
楽
を
共
通
項
に
集

ま
っ
た
仲
間
で
す
か
ら
、
音
楽

で
つ
な
が
っ
て
い
け
る
と
思
っ

て
ま
す
」

　

軽
音
楽
部
で
は
学
外
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
を
借
り
て
演
奏
し
た

り
、
学
園
祭
で
演
奏
し
た
り
し

て
、定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
。

「
み
ん
な
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛

で
、
観
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
コ
ス
プ
レ
す
る
こ
と

も
。
こ
れ
か
ら
は
、
部
活
と
し

て
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
で
す
」

で
気
の
合
う
人
が
学
部
・
学
年

に
関
係
な
く
集
ま
り
、
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
。

「
夏
合
宿
が
終
わ
る
と
、
新
し

い
グ
ル
ー
プ
が
次
々
誕
生
す
る

ん
で
す
よ
」

▲古屋部長

バンドは
一人じゃできない

軽音楽部アリーナ

応
援
お
願
い
し
ま
す
！

明
海
大
学
の

課
外
活
動

頑張って
います

教育後援会から、あなたの携帯電話へ
メールマガジン（メルマガ）を配信し
ます。（2010 年秋～予定）
下記の手順で登録をお願いします。

教育後援会には２つのホームページがあります！　http://meikai-koenkai.com

 パソコンで見るためのホームページ
【内容】　教育後援会の概要、教育懇談会について、「潮風」のバッ
クナンバー、30周年記念誌の内容などが見られます。
【簡単な見方】「明海大学　教育後援会」などと検索するとす
ぐに見つかります。

携帯で見るためのホームページ
【内容】　教育懇談会の日程などについて携帯で簡単に確認
していただけるようにと、今年度新しく設置されました。
【簡単な見方】　右記のＱＲコードを読み込むとすぐに見ら
れます。

※いずれも通信料は自己負担となります。ご注意ください。

手
　
　
順

空メール

するだけ！

保護者の皆さまにお願い

携帯メールの

　　　　　　ご登録を!!

※メールの送受信料は有料です（契約内容にもよりますが、一般的には数円程度）。
※登録料・情報料は無料です。
※配信停止はいつでもできます。方法は登録完了メールに書かれています。
※登録は、メールマガジンを受け取る携帯でのみ行ってください。他の携帯電話で代
理登録をすることができません。事務局でも対応できませんのでご了承ください。

　①携帯電話の「カメラ機能」を選びます。
　②「ＱＲコード読み取り」または「バーコードリーダー」
　　といった名前の機能を選択します。
　③カメラで右記のＱＲコードを写すと、「メール作成」
　　または「メール一括作成」といった表示が出るので
　　ＯＫをします。
　④そのまま本文に何も書かずにメールを送信します。

【登録ができた場合】
登録が無事に完了した場合、「メルマガ登録完了しました」というメールが届き
ます。

【登録がうまくいかない場合】　※下記の方法をお試しください。
①ＱＲコードではなく、メールを下記のとおり入力して送信してみてください。

　　宛先⇒ newsregist@meikai-koenkai.com
　　件名⇒ regist
②①でもうまくいかない場合には、パソコンからのメールを受信拒否している
　場合があります。「meikai-koenkai.com」からのメールを許可する設定を行っ
　てください。

【「携帯を持っていない」「登録をしたくない」という方へ】
教育懇談会への参加など、重要なご連絡は従来どおり封書・ハガキで送付しま
すのでご安心ください。

平成 22年 7月 20日発行（年 2回刊）
〈教育後援会だより〉

し お か ぜ
発行／明海大学浦安キャンパス教育後援会
〒 279-8550　千葉県浦安市明海 1丁目
電話 047-355-5112　FAX047-355-2871
http://www.meikai-koenkai.com/

◇
編
集
後
記
◇

　

今
回
の
会
報
「
潮
風
」
は
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
も
新
し
い
内
閣
に
か
わ

り
ま
し
た
が
、
浦
安
キ
ャ
ン
パ

ス
の
教
育
後
援
会
も
２
０
１
０

年
度
評
議
委
員
会
が
開
か
れ
、

新
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
印
南
新
会
長
の
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
計
画
の

紹
介
で
す
。今
年
度
は
、教
育
懇

談
会
の
開
催
地
が
新
し
く
２
カ

所
増
え
ま
し
た（
１
面
）。
北
海

道
、
中
国
・
四
国
・
近
畿
の
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り

で
は
、
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
れ
る
管
理
・
研
究
棟

２
階
を
紹
介
し
ま
し
た
。
中
央

に
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
の
あ
る
、
誰

も
が
使
い
や
す
い
空
間
で
す
。

　

更
に
、
昨
年
よ
り
厳
し
い
今

年
の
就
職
活
動
、
今
回
の
「
気

に
な
る
就
職
活
動
」
は
、
保
護

者
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
情

報
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た

が
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
編
集
委
員

一
同
、
こ
れ
か
ら
も
会
報
「
潮

風
」が
、皆
さ
ん
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

編
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ご
一
読
い
た
だ
き
、
皆
様

の
感
想
や
ご
意
見
等
を
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
編
集
委
員
長
　
永
井
　
通
）


